
その他（減量基準・特記事項など）

メモ: UGT1V1*6orUGT1V1*28のホモ接合体を有する患者、

　　　　　　又はUGT1V1*6及びUGT1V1*28のヘテロ接合体を有する患者は対象外

コメント1:RP3　メインで投与

コメント2:トレフューザーポンプで2.5mL/ｈ

○備考

①制吐薬ガイドライン　中等度で対応（臨床試験に合わせてパロノセトロン選択）

1コースの期間 14日 予定投与コース数

7510500

レジメン名 【遺伝多形無】nal-IRI（ｵﾆﾊﾞｲﾄﾞ70mg/m2）+FL　2週

対象癌種 膵がん

備考

1 全開で day1

Rp 薬剤名 投与量 投与経路 投与時間 投与日

パロノセトロン静注0.75mg/5mL 1V

生理食塩液50mL 1本

デキサート注1.65mg/0.5mL 2A

デキサート注6.6mg/2mL 1V
点滴静注

3 2時間で day1
5％ブドウ糖注射液250mL 1Bag

○レボホリナート点滴静注用 200mg/m2

day12
5％ブドウ糖注射液500mL 1本

90分で
○オニバイド点滴静注用 70mg/ｍ2

点滴静注

トレフューザーポンプ
○フルオロウラシル注

4 day1
1Bag

2400mg/m2
46時間で

点滴静注

点滴静注
生理食塩液100mL


